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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、究極の映像出力技術として期待されている立体映像表示技術に関し、特に裸眼式立体映像表示技
術の性能を向上する、ステップバリア方式について研究した結果をまとめたものである。従来のパララックス
バリア方式との比較によりステップバリア方式の優位性を示すと共に、最適な設計手法や適切な立体画像生成
手法にも言及した。 
 本論文は、序章、結論を含めて７章で構成した。 
 第１章では、本研究の背景及び関連する研究について述べ、本研究の目的と取り組み、本論文の概要をまと
めた。 
 第２章では、各種立体映像表示技術の比較・分析を行い、裸眼立体映像表示方式としてのパララックスバリ
ア方式の優位性を示した。次に、パララックスバリア方式の原理と、(1)解像度が水平方向にのみ低下する課題、
(2)多視点立体映像表示においてモアレによる弊害が発生する課題について詳細を述べた。 
 第３章では、ステップバリア方式の原理と効果について述べ、前記(1)の課題を改善できることを示した。ま
ず、開口部をオフセット構造とするステップバリア方式を説明した。そして、シミュレーションにより解像度
の改善効果を示した。次に、両方式における単色のナイキスト周波数を分析し、ステップバリア方式の優位性
を明らかにした。また、異なる視点画像の近接するピクセルのグループを多視点ピクセルと定義し、これを用
いて解像度バランス指数の概念を導入し、ステップバリア方式の優位性を定量的に証明した。さらに、水平解
像度の比較により、奥行き分解能の点でもステップバリア方式が優れていることを示した。 
 第４章では、開口部製造時の精度不足を考慮した、ステップバリアの新しい設計手法を提案した。まず、開
口部のピッチの設計手法と必要精度について述べ、適視観察距離の調整方法と観察領域の現れ方を説明した。
次に、開口部の形状やサイズについて、設計上の考え方を示した。続いて、設計結果を正確に再現するための
ピッチ分散サイクルピッチ設計手法について述べ、従来の手法で発生するムラが除去できることを示した。 
 第５章では、ステップバリアの開口部を斜めストライプ構造とすることで、前記(2)の課題が解決できること
を示した。まず、 光の回折を考慮しない幾何学的な手法ではモアレを低減させる設計に限界があることを説明
した。次に、斜めストライプ構造により回折の影響が平準化されて、モアレがほぼ完全に除去できることを示
した。また、モアレ除去の効果について、試作により比較評価した。 
 第６章では、ステップバリア方式に適した３種類の立体画像生成処理手法を提案した。第１の手法は間引き
処理で、効率が低く、偽色の課題があるが、高品質な立体画像を提示できる。第２の手法は再配置処理で、効
率が高く、偽色も発生しないが、解像度が低下する課題がある。第３の手法はハイブリッド処理で、上記２つ
の方式の融合により、再配置処理の解像度が改善できる。最後に３種類の手法の画質比較により、適用範囲を
考察した。 
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 第７章では、本研究において得られた成果をまとめ、今後の課題について述べた。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究の目的は、究極の映像出力技術として期待されている立体映像表示技術に関し、特に、特殊なメガネ
等を必要とせず自然な立体映像を観察可能な方式として注目されている、パララックスバリア方式の性能を向
上させる方式を開発することである。従来から、裸眼立体映像表示を実現する方式として、パララックスバリ
ア方式が優位な方式であることが知られているが、(1)解像度が水平方向にのみ低下する、(2)多視点立体映像
表示においてモアレによる弊害が発生するなどの問題があり、高品質の立体映像を表示することができていな
い。これらの問題を克服するため、本研究では、開口部をオフセット構造とするステップバリア方式を提案し、
水平方向の解像度だけが低下する問題を解決し、多視点立体映像表示におけるモアレの発生を低減させ、さら
にステップバリア方式に適した立体画像生成処理手法の開発に成功している。 
 まず、パララックスバリア方式において、水平方向の解像度だけが低下する問題を解決するためにステップ
バリア方式を提案し、解像度の指標となる単色のナイキスト周波数を分析し、パララックスバリア方式との比
較によって、提案方式の優位性を明らかにしている。また、異なる視点画像の近接するピクセルのグループを
多視点ピクセルと定義し、これを用いて解像度バランス指数の概念を導入し、提案方式の優位性を定量的に証
明している。さらに、提案方式とパララックスバリア方式における水平解像度を比較することにより、奥行き
分解能の点でも提案方式が優れていることを明らかにしている。 
 次に、多視点立体映像表示におけるモアレの発生を低減させるため、斜めストライプ構造を提案している。
ステップバリアの開口部のピッチの設計手法と必要精度について述べ、適視観察距離の調整方法と観察領域の
現れ方を考察し、開口部の形状やサイズの設計手法を示している。さらに、ステップバリアの設計結果を正確
に再現するためのピッチ分散サイクルピッチ設計手法を提案し、開口部製造時の精度不足により発生する表示
ムラが除去できることを明らかにしている。また、光の回折の影響を平準化するために開口部を斜めストライ
プ構造とすることを提案し、モアレがほぼ完全に除去できることを試作装置を用いた実験を通して確認してい
る。 
 さらに、ステップバリア方式の実用化を目指し、(1)間引き処理、(2)再配置処理、(3)これら２つの方式の融
合により、再配置処理の解像度が改善できるハイブリッド処理の３種類の立体画像生成処理手法を提案し、こ
れらの画質比較により、各方式の適用範囲を明らかにしている。 
 以上のように、本論文では、裸眼式立体映像表示技術の性能向上に関して多くの優れた研究結果を得ており、
電気工学、特に３次元画像工学分野の発展に寄与すること大である。よって、本論文の著者は博士（工学）の
学位を受ける資格を有するものと認める。 
